
データサイエンス講座
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データサイエンスを学ぶにあたって
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データサイエンスを学ぶにあたって

データを正しく扱い相手に伝える力

自説に強い根拠や説得力が生まれる。
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目的

具体的なデータを題材に数値データの取り扱いに関

する一連の手法を学び，課題探究の充実を図る。
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今後の日程

講座①　表計算アプリケーションを活用して統計量を求める。

講座②　表計算アプリケーションを活用してグラフを作成する。

講座③　表計算アプリケーションを活用してデータを分析する。

講座④　確認テスト
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データサイエンス講座①
表計算アプリケーションを活用して統計量を求める。
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《統計量の復習》

データの分析で学んだことを思い出し，教科書も参

考にして1⃣の問題に取り組もう！
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1⃣（１）解答
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1⃣（１）解答

9



1⃣（１）解答
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1⃣（２）解答

（ｒ＝0.75であることから）

右手の握力と左手の握力の大きさには正の相関が

あると考えられる。
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《表計算アプリで統計量を計算しよう》

『学年クラスルーム/探究基礎/データサイエンス①』の色付きセルに数式等

を入れて，統計量を求めよ。
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データサイエンス講座②
表計算アプリケーションを活用してグラフを作成する
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《復習》ｚとｘ，ｗとｘの相関係数を調べる。

0.100

0.079
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1⃣【ワーク①】ヒストグラムの作成

クラスルーム/探求基礎/データサイエンス講座②を開いて，グラフ機能を活

用してデータを可視化しよう。
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1⃣【ワーク①】ヒストグラムの作成

列Aを選択しながら，
挿入　→　グラフ
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1⃣【ワーク①】ヒストグラムの作成
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2⃣【ワーク②】度数分布表の作成
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2⃣【ワーク②】ヒストグラムの作成

列Bを選択しながら，
挿入　→　グラフ

【ワーク①】を参考にヒスト
グラムを作成する。
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データサイエンス講座③
表計算アプリケーションを活用してデータを分析する
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1⃣【ワーク①】散布図の作成
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1⃣【ワーク①】散布図の作成（相関係数を求める）

B２３セルに「=CORREL(B2:B21,C2:C21)」
と入力する。
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1⃣【ワーク①】散布図の作成（トレンドライン描画）
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1⃣【ワーク①】散布図の作成（回帰直線の方程式と決定係数を求める）

ラベル　→　方程式を使用
で表示される。
決定係数は☑するか，相関
係数を２乗することで求めら
れる。
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1⃣【ワーク①】散布図の作成（《おまけ》の解答例）
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2⃣【ワーク②】複合グラフの作成

A～C列を全て選択し， 挿入→グラフ
グラフの種類→複合グラフを選択
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2⃣【ワーク②】複合グラフの作成

系列→🔴一世帯当たりの人数
に変更後

左軸→右軸に変更することで右
側に新しい縦軸が出現する。
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2⃣【ワーク②】複合グラフの作成（訂正と応用）

調査年数までグラフに含まれてし
まった場合は，
①系列からＡ列を削除し，
②Ｘ軸にA3:A11を設定することで解
決します。
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2⃣【ワーク②】複合グラフの作成（訂正と応用）

「系列」からグラフの種類を変更
したものを選択すると

階段面や，折れ線グラフなどに，
グラフの種類を変更できる。
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